






































江戸川柳を集めた 俳風柳多留 （天保九（ ）年） 巻に リヤン拳で鋏を出す
は花屋の子 花童 という句がある。鋏があることからこのリヤン拳はじゃんけんのこ
と考えられる。
























とあり、喜多村信節（天明三（ ）年 安政三（ ）年）の風俗百科辞典 嬉遊笑






（ ）年）が子供の遊びを集めた 尾張童遊集 （天保二（ ）年）にも庄屋拳と
虫拳の絵があるがじゃんけんはない。











【図 庄屋拳（ 尾張童遊集 ）】 【図 虫拳（ 尾張童遊集 ）】











雑誌 風俗画報 の 号から 号に大槻如電（弘化二（ ）年 昭和六（ ）


































《甲斐》しね打ち 両児相対し ちっちき にて順序を定め（以下略）
《甲斐》拳 拳は種類多けれど、多く行うものは おこん 拳 と唱えて、 しゃ














菊池貴一郎（四代目歌川広重、嘉永二（ ）年 大正十四（ ）年）が明治三十































説である。 大言海 は じゃんけんとは石拳の音がなまったのではないかといわれ
る としているが、一方、言語史研究者の杉本つとむ氏（昭和二（ ）年 ）は 語



































（鋏の両刃）、パーはファ（数字の ）で、ジャンはレプチャ語の からっぽ でグー
を示し、ケンはアンガミ語の を示すケンナー、ポンはアンガミ語の を意味するポン
グから来ているという説。医師で歴史家の安田徳太郎（明治三十一（ ）年 昭和五






































とは、上演した側は とてつる拳 と呼んだが、大衆は じゃんじゃかじゃかじゃじゃ
んけんな の個所が印象に残ったのか、この曲を じゃんじゃか節 と呼び、この拳を
じゃんけん と呼ぶようになったと考えられる。酒席の拳は歌や踊りが付いて最後に
拳を打つが、普通に一人を決める際は長い歌詞は不要であるし、全身を使う酒拳は面倒
である。そこでこの歌詞を詰めた じゃんじゃかじゃかじゃかじゃんけんな や じゃ
んけんな だけで拳を打つようになり、結果的に形は手先だけのじゃんけんになり、掛
け声は短い じゃんけんな に落ち着いたと考えられる。呼称は 石拳 リヤン拳 、
掛け声は チイリイサイ など多種多様であったが、 じゃんけん という言葉が一般
的な言葉として浸透し、掛け声としては最後の 拍目を強調するために弱い な から
強い ほい や ぽい に変わっていったのではないだろうか。
．じゃんけんの呼称と掛け声
じゃんけんの名称と拳を打つ際の掛け声を収集した資料はいくつもある。 方言と土
俗 第一巻第三号（昭和四年）の 全国ヂャンケン称呼集 では ヂャンケン、ヂャン
ケンホイ、ヂャンケンポー、ヂャンケンボー、ヂャンケンポイ など 種類をのせて
いる。また第一巻十号では補遺として東京都元八王子村などで採集された アイショウ
ケン ヤンヤンノヤン など 種を、二巻三号では岩手県で採集した 種、青森県で
採集した 種、三巻十号では静岡県で採集した 種を掲載している。雑誌 ほうげん
など、方言関係の書籍ではじゃんけんの呼称を収録したものがいくつもある。
また、各地の方言辞典にも、じゃんけんの言い方は数多く収録されている。例えば
日本方言辞典 では、じゃんけんのこととして あーだー （栃木県河内郡） あばん
けべんしょ （大分県大分郡） おいもんげっけ （香川県仲多度郡）、じゃんけんの掛け
声として おーこーりきえっせ （新潟県上越市）、 かみなーりせんこぼーたもち （静
岡県志太郡） するせんちょす （長崎県壱岐郡）などを収録している。
じゃんけんぽん （赤穂敞也著、 年）では著者が採集した言葉を載せている。
県別に分類し、例えば北海道では ジャンケンションヨ アイコデションヨ ジャン
日本の拳遊戯（下）
ケンション チーラッセ ジャンケンション アイコデション ショ ショ
ショ など 種類を載せ、全国的には 種類を採録している。地域的な分析として、














じゃんけん遊び （ 年）は絵本作家で児童文学者の加古里子（本名 中島哲、
昭和二（ ）年 ）氏が長い年月をかけて収集した掛け声を収録している。五十音順
に掲載しているが、あ”で始まるものだけで あい きょう ばい あいけった あ




【図 川笊こえてね（左から川、金魚、笊） じゃんけんぽん 】
のじゃんけんの特別な言い方、 グリコ、パイナップル、チョコレート や おちゃら






























































言葉 形 意味 強弱
虎 なし 虎 鳥に勝ち、棒に負け
棒 なし 棒 虎に勝ち、虫に負け
鳥 なし 鳥 虫に勝ち、虎に負け
























言葉 形 意味 強弱
ガチャ 親指 象 人に勝ち、蟻に負け
オラン 人差し指 人 蟻に勝ち、象に負け
スム、スムット 小指 蟻 象に勝ち、人に負け
．ストーン、シザーズ、ペーパー
発声 シザーズ、ペーパー、ストーン


























発声 モッ、ハイ、バー（ ， ， ）、 ワントゥーティー（ ， ， ）、 ソ
ン・セン・バオ 、 ボゥ・ケゥ・バオ
ドイツ、フランスと同じものである
















言葉 形 意味 強弱
不明 指を筒状に丸める 井戸 金槌と鋏に勝ち、ふたに負け
ブア 握りこぶし 金槌 鋏とふたに勝ち、井戸に負け
ケオ 握った手から指を二本出す 鋏 ふたに勝ち、井戸と金槌に負け














言葉 形 意味 強弱
バテュ 握りこぶし 石 鳥に勝ち、水に負け
ブルン 握った手から指 本出す つぼみ、鳥、くちばし 水に勝ち、石に負け
アイール 掌を上 水、川 石に勝ち、鳥に負け
言葉 形 意味 強弱
不明 握りこぶし 石 鳥と板に勝つ、水と銃に負け
不明 指をすぼめて伸ばす 鳥 水に勝つ、石と板と銃に負け
不明 掌を上に向けて出す 水 石と銃に勝つ、鳥と板に負け
不明 握り拳から親指と人差し指を伸ばす 銃 石と板と鳥に勝つ、水に負け
不明 掌を下に向けて出す 板 水と鳥に勝ち、石と銃に負け
言葉 形 意味 強弱
ポー 手を腰に当てる 大将、隊長、指揮官 兵隊に勝ち、虎に負け
タァヌァ 銃を構える 兵隊、銃 虎に勝ち、大将に負け






















発声 キヴィ、サクセトゥ、パペリ 、 ウュクシ、カクシ、コルメ（ ， ， ）
日本の拳遊戯（下）
言葉 形 意味 強弱
ガー 親指以外を伸ばす 草 狼に勝ち、羊に負け
シャー 親指と他の 本指の先端を合わせる 狼 羊に勝ち、草に負け















名称 シュニック、シュナック、シュノック チン、チョン、チャン シュタイ
ン、シェーレ、パピエ

















言葉 形 意味 強弱
シュタイン 握りこぶし 石 はさみに勝ち、紙と井戸に負け
シェーレ 握った手から指 本出す はさみ 紙に勝ち、石と井戸に負け
パピエー 掌を上 紙 石と井戸に勝ち、はさみに負け
ブルンネン 親指と 本の指で輪を作る 井戸 石と鋏に勝ち、紙に負け
言葉 形 意味 強弱
シュタイン 握りこぶし 石 鋏と火に勝ち、紙と泉に負け
シェーレ 握った手から指 本出す 鋏 紙と火に勝ち、石と泉に負け
パピエー 掌を上に指を広げて出す 紙 石と泉に勝ち、鋏と火に負け
ブルンネン 親指と 本の指で輪を作る 泉 石と鋏に勝ち、紙と火に負け
フォイエル 掌を上にして出し指を上に伸ばす 火 紙と泉に勝ち、石と鋏に負け
言葉 形 意味 強弱
ピエール 握りこぶし 石 鋏に勝ち、井戸と葉に負け
ピュイ 親指と 本の指で輪を作る 井戸 石と鋏に勝ち、葉に負け
シゾー 握った手から指 本出す はさみ 紙に勝ち、石と井戸に負け



































発声 ワン、ツー、スリー（ ， ， ）
内容 ロック（石）、シザーズ（鋏）、ペーパー（紙）の すくみ
メキシコ
ウノ、ドス、トレス（ ， ， ）で打つ拳がある。
ブラジル
名称 パール、オウ、インパール パー、インパー （偶数か奇数かの意味）
形式 択
発声 パール、オウ、インパール ドイス、オウ、ウン（ か か） ジャー































言葉 形 意味 強弱
ロック 握り拳 石 鋏とトカゲに勝ち、紙とスポックに負け
ペーパー 指をすべて伸ばす 紙 石とスポックに勝ち、鋏とトカゲに負け






































































































































































その他としては 順番にダイスを 個振り、最初にゾロ目を出した人 （ チェック・



































































































































































【図 唐山拳 絵本続大人遊 】
るように言いあう。言葉に詰まった方が負けとなる。
ちなみに 絵本続大人遊 を活字で収録している 日本庶民文化史料集成 第九巻
ではこの唐山拳には“もう（たう）しんけん”とルビがふられている。校注者は、唐と
いう字に振られている仮名は もう だが、この字を もう と読むとは考えにくいの
で もう は たう を書き誤ったと判断したと思われる。唐山拳という表記は 回登
場するが、一つはふりがながなく、一つは とうしんけん 、もう一つは もうしんけ
ん と読める。説明では唐人ことばのでたらめを言い合うので唐は とう と読むと考











































































































）くもん子ども研究所編 浮世絵に見る江戸の子どもたち （小学館、 年）、くもん子ども研究所
編 遊べや遊べ！子ども浮世絵展図録 （ プロモーション、 年）
）とてつる拳については 日本の拳遊戯（中）（ 年） 頁を参照されたい。
）グリフィス、山下英一訳 明治日本体験記 平凡社、 頁
）中田幸平 日本の児童遊戯 社会思想社、 頁
）下中直人編 世界大百科辞典 平凡社、 頁
）安田徳太郎 日本人の歴史（ ）万葉集の謎 光文社、 頁
）赤穂敞也 じゃん・けん・ぽん 近代文藝社、 頁
）モーラについては 日本の拳遊戯（上）（ 年） 頁を参照されたい。
）ミスター・スポック。 ドラマ スター・トレック の登場人物。バルカン人で形はバルカン人
の挨拶。






文部省 尋常小学読本 日本書籍、明治三十八（ ）年
芦乃葉散人（菊池貴一郎） 江戸府内絵本風俗往来 東陽堂、明治三十八（ ）年
、 年
佐藤清明 全国ジャンケン呼称集 方言と土俗 第一巻第八号 橘正一、昭和六（ ）年
ジャンケンの掛声補遺 方言と土俗 第一巻第十号 橘正一、昭和六（ ）年
橘正一 岩手県のジャンケンの掛声 方言と土俗 第二巻第三号 橘正一、昭和六（ ）年
内田武志 静岡県のジャンケン呼称集 方言と土俗 第三巻第十号 橘正一、昭和八（ ）年
ジャンケンの話 朝日新聞昭和十三年六月五日号 朝日新聞社、昭和十三（ ）年
木谷親鸞 改めて個人の認識 時代社、昭和十六（ ）年
安田徳太郎 日本人の歴史 万葉集の謎 光文社、昭和三十（ ）年
林屋辰三郎、多田道太郎、梅棹忠夫、加藤英俊 日本人の知恵 中央公論社、昭和三十七（ ）年
じゃん拳と片足跳び 浮田章一編 ほうげん 第 号 二松学舎大学方言研究会、昭和四十二
（ ）年
鈴木棠三 絵本江戸風俗往来 平凡社、昭和四十三（ ）年
森銑三 明治東京逸聞史 平凡社、昭和四十四（ ）年
中田幸平 日本の児童遊戯 社会思想社、昭和四十五（ ）年
芸能史研究会編 日本庶民文化史料集成 第九巻 遊び 三一書房、昭和四十九（ ）年
加古里子 子どもと遊び 大月書店、昭和五十（ ）年
小寺玉晃 尾張童遊集 日本歌謡研究資料集成 第 巻 勉誠社、昭和五十二（ ）年
岡田甫校訂 誹風柳多留全集十二 三省堂、昭和五十三（ ）年
尾原昭夫 日本わらべ歌全集 東京のわらべ歌 柳原書店、昭和五十四（ ）年
青木更吉 流山の伝承遊び（上、下）、崙書房、昭和五十四（ ）年
服部勇次 日本わらべ歌全集 愛知のわらべ歌 柳原書店、昭和五十六（ ）年
村上公敏編訳 サルカメ合戦 筑摩書房、昭和五十七（ ）年
ウィリアム・グリフィス著 明治日本体験記 平凡社東洋文庫、昭和五十九（ ）年
工藤健一 日本わらべ歌全集 上 青森のわらべ歌 柳原書店、昭和五十九（ ）年
かこさとし じゃんけん遊戯考 教育じほう 昭和五十九年一月号 東京都新教育研究会、昭和五十
九（ ）年
松本達雄、更科源蔵 日本わらべ歌全集 北海道のわらべ歌 柳原書店、昭和六十（ ）年
鈴木幸四郎 日本わらべ歌全集 上 宮城のわらべ歌 柳原書店、昭和六十一（ ）年
百科問答 月刊百科 号 平凡社、昭和六十二（ ）年
ユネスコ・アジア文化センター編 アジアの遊び ラム ラム リップ 蝸牛社、昭和六十二（ ）年
大田才次郎編 日本児童遊戯集 平凡社、昭和六十四（ ）年
嘉村国男他編 ながさきことはじめ 長崎文献社、平成二（ ）年
三原幸久 じゃんけんとじゃんけん歌 研究論集 第 号 関西外国語大学、平成三（ ）年
日本の拳遊戯（下）
清水義範 ジャンケン入門 清水義範本人の愛好本 講談社、平成三（ ）年
藤本浩之輔 明治の子ども 遊びと暮らし 出版会、平成三（ ）年
、 年
川崎洋 日本の遊び歌 新潮社、平成六（ ）年
赤穂敞也 じゃんけんぽん 近代文芸社、平成七（ ）年
赤穂敞也 再考 じゃんけんぽん 近代文芸社、平成十二（ ）年
歌川広重 風流おさなあそび （文政十三（ ）年） 浮世絵に見る江戸の子どもたち くもん出版、
平成十二（ ）年
新里享敏 ジャンケン遊びの実際（ 選） 沖縄女子短期大学紀要 第 号 沖縄女子短期大学、平成
十二（ ）年
横堀肇 各国の じゃんけん システムの話（ ） 市街地再開発 第 号 全国市街地再開
発協会、平成十五（ ）年
横堀肇 各国の じゃんけん システムの話（ ） 市街地再開発 第 号 全国市街地再開
発協会、平成十五（ ）年
小学館辞典編集部編 日本方言辞典 小学館、平成十六（ ）年
李御寧 ジャンケン文明論 新潮社、平成十七（ ）年
杉本つとむ 語源海 東京書籍、平成十七（ ）年
田中ひろし 世界のじゃんけん 今人舎、平成十七（ ）年
加古里子 じゃんけん遊び考 小峰書店、平成二十（ ）年
山口佳紀編 暮らしのことば 新 語源辞典 講談社、平成二十（ ）年
島崎あかね じゃんけん あそび 児童文化研究所 所報 第号 上田女子短期大学児童文化研究
所、平成二十一（ ）年
杉谷修一 ジャンケン遊びにおける三すくみとシンボル 西南女学院大学紀要 西南女学院大学、平
成二十四（ ）年 年
澤井明裕 とにかく じゃんけん でも勝ちたいから調べてみました 奈良芸術短期大学紀要 奈良
芸術大学、平成二十四（ ）年
第 章 対応の拳
飄散人 絵本大人遊 寛政四（ ）年
飄散人 絵本続大人遊 寛政八（ ）年
鳥井正之助 秘芸の魁 拳独稽古 中島抱玉堂、明治二十五（ ）年
松室八千三 遊芸 鹿田書店、明治二十六（ ）年
猪里重次郎 酒席遊戯 玉潤堂、明治二十九（ ）年
大通散士 宴会お座敷芸 盛陽堂書店、明治四十四（ ）年
河尻清潭 酒席の遊び 笑社出版所、明治四十四（ ）年
清光館編集部編 現代娯楽全集 清光館、明治四十四（ ）年
小澤卯之助 本邦固有遊戯全書 国民教育社、大正四（ ）年
青文堂編纂部 あごはずし 青文堂書房、大正七（ ）年
加藤美侖 是丈は心得おくべし 誠文堂、大正十（ ）年
矢野貫一解題校注、芸能史研究会編 日本庶民文化史料集成 第九巻 遊び 三一書房、昭和四十九
（ ）年
